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非平衡状態をMarkov的に記述する場合,Master方程式の形式展開 (Kramers-
Moyal展開)は,遷移が局在性をもつ とすれ ゴ実質的に系の大きさfiの逆幅 e(-fl-1 ) の展開とみることができ,展開を2次でとめれば Fokker-Planck型の方程
式がえられる｡しかし, secularな運動からのずれが中心極限定理に従がう場合に
は,]),2)その巾自体もx- y(t廿 El/2Eの形で系の大きさに依存 している.この事実を
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昌 = - (K Q ､+D/2)∂p(了,t)∂子 (96-1) (7)
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と書かれるが･ (1) に寄与す'るのは G の対称部分 Gsのみであること-は明らかであ
る｡そこで,
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6a - a 暮 三 言(K言-KQ)宣 (10)















定常状態でも,系を通過する方向性をも-た流れが存在 してお り,そのために一般には～～～～～～ rーヽ-.～
緩和行列 Kは対称でなくなる.従-て行列 -KllD/2は一般に対称でなく,当初か
ら対称行列 として定義された ク に対する解の表式にはなりえない｡3)言い換えかば,
αキ 0 がどう`しても必要だということになるのである｡
平衡を離れた状態に特有の量として登場した αは他の量に結びつけることができる｡
まず･定常状態における揺動 和 の相関行列 <7(oli(t)>S を用いてかけば
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の形に書かれる｡これは a が Onsagerの kineticな係数 L の反対称部分にあた
ることを示 しているo









が存在 し,′流れには判然 と向きが存在すること｡以上の条件 を考慮 して,aは_塵塾聖二
非可逆的循環 (irreversible circulation-of fluctuation) とよぶことができ























は目下簡単な化学反応 (2自由度,及び 3自由度の場合)を例 としてしらべつつある.が,
転移点の近傍で,
-a ･H - 一定
なる関係がえられている｡ これは







x ･Ms2 - < (△〟)2> ･< (△ M)2>-一定 (20)
とよく似た関係である｡しか し,秩序相 として平衡状態でえられるものは空間的パ ター
ンに限定されるのに対して.時間的振動がえられたことは新 しい事態 ということができ
よう｡
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